
1 研究の背景

大規模な自然災害に見舞われた人々や地域社会

にとって、その後の道のりは長く、平坦なもので

はない。被災者や、被災者を取り巻く社会の復興

とはどのようなものか、その問いかけに対して答

えはおそらく一つではない。しかしながら、被災

社会がどのようなプロセスを経て回復の歩みをす

すめていくのか、そのメカニズムを解明すること

は被災者や被災地域の支援をより効果的に行う際

の不可欠な情報である。

1995年に発災した、兵庫県南部地震（阪神淡

路大震災）以降、様々な、災害研究が急激に進め

られた。災害からの長期的な復興過程についてど

のような研究の蓄積がなされているのかについて

検討することは、今後の災害復興研究にとって一

つの視座を与えるであろう。

災害後の災害過程について言及された先行研究

は数多く存在する。その中でも被災後の詳細な災

害過程について言及された研究としては、林ほか

（1997）、田中ほか（1999）、田中ほか（2001）の研

究が先駆的であり、被災者の語りより、災害過程

には、10・100・1000時間の時間区分があること

を導いた。しかしながら、本研究群においては

1000時間目以降の長期的な災害過程についての

解明は今後の課題とされている。

災害後に辿る災害過程の、最終段階が復興であ

り、災害後の過程については伝統的に“復旧、復

興”という言葉が多用されており、特に災害から

の最終的な回復段階として“復興”という概念を

用いる研究者は多い（若林 2003）。しかしなが

ら、長期的な社会の復興過程にはどのような構成

要素が内包されており、どのような段階を経るの

かについての共通理解は得られていないと言え

る。

2 研究の目的と意義

本研究は、災害からの長期的な復興についてど

のような視点より研究が進められているのかを、

1995年阪神淡路大震災以降（飛躍的に災害研究

が進歩した）に発刊された社会学分野（学際領域

含）の先行研究を分析資料とし、復興過程のメカ

ニズムを概念的に解明することを目的とする。復

興メカニズムが明らかになることで、発災後から

被災社会の辿る復興過程を予測し、現実に即した

支援の法則を提示することが可能であると考え

る。最終的には、災害復興調査においてどのよう

な研究方法が不足しているのかまで言及を行う。

3 研究の方法

（1）分析の手続き

飛躍的に災害研究が進んだ、阪神淡路大震災発

災以降、1995～2006年までの間に発行された次

の 4つの学術論文集の中から、災害からの長期的

復興過程について扱った論文を抽出し、内容の分

析を行う。分析の対象としたのは、（i）社会学評

論、（ii）ソシオロジ、（iii）地域社会学会年報、

学際領域から（iv）地域安全学会論文集、以上 4

つの学術論文集を分析の資料とした（表 1 参

照）。この中でも、査読付論文（査読付き自由投
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稿論文）を本研究においての分析の範囲と規定

し、震災からの復興に関連している論文を抽出

し、内容的検討を試みる。

本研究においては、災害の復興期にその範囲を

限定しているため、まず、漓復興期について言及

された論文（査読付（自由投稿）論文）を抽出

し、次に、滷抽出された研究群が、どのような復

興過程における課題に取り組んでいる研究なの

か、内容を理解した上で分析を行う。最終的に

は、長期的な災害からの復興研究について、何が

明らかになっているか、また何が明らかになって

いないかについて検討を行い、災害研究における

方法論的課題を提起することまでを目的とする。

（2）本研究の分析フレーム：社会変動としての災

害復興過程

A. H. Barton（1969）は、災害とは、集合ストレ

ス場面であり、その集合ストレス状況は、社会シ

ステムの中・外いずれかの原因で起こり得ると述

べた。社会システムの外部的原因とは、社会シス

テムをとりまく環境における大きな変化であり、

その例は、地震などの自然災害が挙げられる。つ

まり、災害とは、社会システムが外的なストレス

により揺らぎ、社会の秩序が保てなくなった状態

といえる。A. H. Barton（1969）が使用している、

この“社会システム”という概念を広めたのは周

知の通り T. パーソンズである。T. パーソンズに

よると、社会システムは、以下 4つの要素から成

り立っており、システムが成り経つには、この 4

つの機能を果たすことが不可欠であるとされてい

る。T. パーソンズはこの 4つの要素を AGIL 図

式と呼び、社会を要素によって作られたシステム

として捉え、4つの要素の中の 1つが機能しなく

なると、社会システム自体も機能しなくなると考

えた（Persons 1951）、（高城 1986）、（松本 1989）、

（今田・友枝 2002）。つまり、災害とは、A. H. Bar-

ton（1969）の理論を汎用すれば、社会システムが

外的ストレスにより揺らぎ、4つのうちいずれか

の機能（大きな災害の場合は、これら全て）が果

たせなくなった状態といえる。

AGIL のうち、漓適応（Adaptation）の過程

は、社会システムの目標を達成するために必要と

される用具を提供する機能である。滷目標達成

（Goal attainment）は、社会システムの目標を決定

し、その目標に向かって、システムの諸資源を動

員する機能。実際には政治機能を果たす。澆統合

（Integratiton）は、システムを構成している諸々

の単位の間の関係を調整する機能で、社会におけ

る社会的活動・つながりの役目を果たす。潺潜的

パターンの維持（Latent pattern maintainance and

tension）は、システムを安定的に保持しようとす

る機能で、社会における文化の機能を果たす。シ

ステムがシステムとして存続しつづけるためには

この 4つの機能が有機的に連動していることが不

可欠であるとされている。

AGIL 図式を用い、社会変動の理論化を行った

先行研究として、富永（1990）、飯田（2002）の研

究が挙げられる。富永（1990）は、日本の明治以

降の近代化を社会変動と捉え、AGIL 図式を用い

日本社会の近代化についての理論化を行った。飯

田（2002）は、80～90年代の在日コリアン社会の

変動を AGIL 図式を用い同様に分析を行ってい

る。

本研究においては、T. パーソンズの AGIL 図

式の元となった、R. F. ベールズとの小集団の課

表 1 分析に使用した論文集と発行元一覧

論文集名 発行元学会

漓社会学評論
滷ソシオロジ

澆地域社会学会年報
潸地域安全学会論文集

日本社会学会
ソシオロジ社会学研究会
（ソシオロジ編集室）
地域社会学会
地域安全学会
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題解決行動における研究成果をもとに（Persons and

Bales 1966）、AGIL 図式の横軸を、漓道具的（instru-

mented）、滷自足的（成就的）（consummatory）、

縦軸には漓分化（外的）と、滷統合（内的）と

し、論文の分類、分析を試みる。災害により極度

のストレスを被った社会が、復興期においてどの

ような機能課題を果たしているのか、AGIL 図式

を分析枠組みとして用い、先行研究の内容的検討

を行う。

4 結果と考察

（1）復興研究の時系列推移

長期的な復興について検討された論文を網羅的

に抽出した結果、計 62本の論文が、復興につい

て関連していた（表 2）。

図 2のように、時系列による論文数の変化を確

認したところ、復興に関連する研究については

1995年の阪神淡路大震災発災から 2年後の 1997

年に初めて発表され（宮原・森 1997）、最終的な

総数としては 4論文集をあわせて計 62本が復興

に関わる研究として抽出された。1999年以降は

該当する論文が急激に増加しているように思われ

図 1 本研究の分析枠組み
（AGIL 図式を用いた復興に関する研究の分類）

図 2 復興について検討された論文の時系列推移

表 2 各論文集ごとの復興について関連する論文
一覧

論文集名
論文数

（1995～2006年）

漓社会学評論
澆ソシオロジ
潺地域社会学会年報
潸地域安全学会論文集（1999～）

2
1
2

57

計 62
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「

19
99
」
及
び
阪
神
・

淡
路
大
震
災
（

19
95
）
へ
の
適
用
－

高
島
正
典
、
林
春
男

pp
.

69
−

78
○

○ 含
む
被
災
地
の
早
期
推
定
、
被
災
地
を
夜
間
可

視
画
像
を
使
用
し
、
説
明

D
M

SP
/O

L
S
夜
間
可
視
画
像
、
被
害
地

推
定
、
人
間
の
営
み

D
M

SP
/O

L
S
夜
間
可
視
画
像
を
用
い
た

早
期
被
災
地
推
定
シ
ス
テ
ム
（

E
D

E
S
）

の
開
発

小
檜
山
雅
之
、
林
春

男
、
牧
紀
男
、
橋
寺

晋
、
松
岡
昌
志
ほ
か

pp
.

79
−

86
○

×
被
災
地
の
早
期
推
定
、
被
災
地
を
夜
間
可

視
画
像
を
使
用
し
、
説
明

D
M

SP
/O

L
S
夜
間
可
視
画
像
、
被
害
地

推
定
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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年
論
文
集
名

論
文
題
目

著
者

頁

A
：
適
応

→
復
興
過
程

に
お
け
る
被

害
推
定
・
調

達
・
資
源
の

準
備
・
供
給

G
：
目
標
達

成 →
復
興
過
程

に
お
け
る
各

資
源
の
動
員

（
課
題
解
決

に
向
け
た
）

I：
統
合

→
資
源
動
員

の
間
の
調

整
、
被
災
者

個
人
の
生
活

全
体
に
つ
い

て
の
調
整

L
：
潜
在
的

パ
タ
ー
ン
の

維
持

→
災
害
文
化

の
創
世
、
記

憶
の
継
承
・

発
信

阪
神
淡
路

（
○
）

復
興
に
お
け
る
機
能
要
件

K
E

Y
W

O
R

D

神
戸
市
社
会
統
計
を
利
用
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
後
の
生
活
再
建
指
標
（

R
I）
の

提
案

柄
谷
友
香
、
林
春
男
、

河
田
憲
昭

pp
.

21
3

−
22

2
○

○

生
活
再
建
を
、
新
国
民
生
活
指
標

（
PL

I）
（
済
む
、
費
や
す
、
働
く
、
育
て

る
、
癒
す
、遊
ぶ
、
学
ぶ
、
交
わ
る
）
に

よ
り
説
明

社
会
経
済
的
復
興
、
経
済
復
興
指
標
、

R
I

（
re

ha
bi

lit
at

io
n

in
de

x）

20
01
社
会
学
評
論

V
ol

.
51

,
N

o.
4

死
と
近
代
と
記
念
行
為
：
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
に
み
る
リ
ア

リ
テ
ィ

今
井
信
雄

pp
.

41
2

−
42

9
○

○
阪
神
淡
路
大
震
災
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
分

析
に
よ
り
、
被
災
経
験
の
リ
ア
リ
テ
ィ
、

意
味
づ
け
に
つ
い
て
解
明

震
災
、
近
代
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
分
析

地
域
安
全
学

会
論
文
集

N
o.

3

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
住
宅
再
建

の
現
状
と
課
題
－

20
00
年
被
災
者
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
－

越
山
健
治
、
室
崎
益
輝

pp
.

17
−

22
○

○

復
興
公
営
住
宅
入
居
者
の
住
宅
再
建
を
、

住
宅
再
建
時
期
、
ま
ち
の
復
興
状
況
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
体
調
・
健
康
に
よ
り

説
明

住
宅
再
建
、
生
活
再
建
、
復
興
公
営
住

宅
、
ま
ち
の
復
興
状
況
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
、
体
調
・
健
康

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
住
ま
い
再
建
パ
タ

ー
ン
の
再
現
－

20
01
年
京
大
防
災
害
研

復
興
調
査
報
告
－

木
村
玲
欧
、
林
春
男
、

立
木
茂
雄
、
田
村
圭
子

pp
.

23
−

32
○

○
被
災
者
の
す
ま
い
の
再
建
を
、
す
ま
い
の

移
動
に
よ
り
説
明

す
ま
い
の
移
動
、
す
ま
い
の
決
定
、
時
間

フ
ェ
ー
ズ
ご
と
の
被
災
者
ニ
ー
ズ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
生
活
再
建

7
要
素
モ
デ
ル
の
検
証
－

20
01
年
京
大
防

災
研
復
興
調
査
報
告
－

田
村
圭
子
、
林
春
男
、

立
木
茂
雄
、
木
村
玲
欧

pp
.

33
−

40
○

○
生
活
復
興
（
生
活
復
興
感
）
を
、
生
活
再

建
7
要
素
に
よ
り
説
明

生
活
再
建

7
要
素
、
生
活
復
興
感
、
市
民

性

台
湾
地
震
に
お
け
る
応
急
住
宅
の
対
策
に

関
す
る
研
究
－
家
賃
補
助
策
の
実
施
の
実

態
と
評
価
－

那
蕪
君
、
室
崎
益
輝

pp
.

15
7

−
16

2
○

×
住
宅
復
興
・
再
建
に
つ
い
て
、
政
府
に
よ

る
家
賃
補
助
策
に
よ
り
説
明

住
宅
再
建
、
家
賃
補
助
、
住
宅
再
建
課
題

イ
ン
ド
・
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
震
に
お
け
る

N
G

O
活
動
を
中
心
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
生
活
再
建
支
援
に
つ
い
て

青
田
良
介
、
室
崎
益
輝

pp
.

16
3

−
17

2
○

×
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
再
建
に
つ
い
て
、

N
G

O
組
織
（
行
政
と
の
連
携
含
む
）
の

活
動
に
よ
り
説
明

N
G

O
、
地
域
と
の
連
携
、
再
建
支
援
活

動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政
府
と
の
連
携

20
02
ソ
シ
オ
ロ
ジ

V
ol

.
47

,
N

o.
2

阪
神
大
震
災
の
「
記
憶
」
に
関
す
る
社
会

学
的
考
察
－
被
災
地
に
つ
く
ら
れ
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
事
例
と
し
て
－

今
井
信
雄

pp
.

89
−

10
4

○
○
阪
神
淡
路
大
震
災
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
分

析
に
よ
り
、
被
災
地
域
、
被
災
社
会
の
被

災
の
記
憶
体
系
に
つ
い
て
解
明

被
災
地
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
死
、
慰
霊
碑

地
域
安
全
学

会
論
文
集

N
o.

4

復
興
期
に
お
け
る
被
災
者
の
生
活
状
況
と

復
興
対
策
の
評
価
構
造
の
変
化
に
関
す
る

研
究
－
北
海
道
南
西
沖
地
震
に
お
け
る
パ

ネ
ル
調
査
（

19
97

−
20

00
）
の
結
果
か
ら

－

馬
越
直
子
、
中
林
一
樹

pp
.

11
3

−
12

0
○

×
生
活
復
興
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
生
活
状

況
と
、
復
興
対
策
へ
の
評
価
（
変
化
）
に

よ
り
説
明

パ
ネ
ル
調
査
、
復
興
対
策
、
被
災
者
評
価

19
99
年
ト
ル
コ
地
震
に
お
け
る
ド
ゥ
ズ

ジ
エ
市
の
被
害
実
態
と
復
興
状
況

梶
谷
義
雄
、
角
本
繁
、

林
康
裕
、
吉
川
耕
司
、

畑
山
満
則
、
臼
井
真
人

pp
.

12
1

−
12

6
○

×
地
域
の
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
建
物
被
害

状
況
、
住
民
避
難
行
動
に
よ
り
説
明

住
宅
被
害
、
復
興
状
況
、

1
&

2
度
の
地

震
、
住
民
意
識
、
居
住
場
所
の
選
択

台
湾
大
地
震
後
の
「
全
國
民
間
災
後
重
建

聯
盟
」
か
ら
学
ぶ
民
間
中
間
支
援
団
体
の

役
割
に
つ
い
て

青
田
良
介
、
室
崎
益
輝

pp
.

21
3

−
22

0
○

×

震
災
後
の
社
会
変
動
に
つ
い
て
、
中
間
支

援
団
体
（
行
政
、

N
PO
、

N
G

O
、
市

民
、
民
間
企
業
の
中
間
）
の
働
き
に
よ
り

説
明

民
間
中
間
支
援
団
体
、
被
災
地
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、
行
政
と
の
連
携
、

N
PO

/
N

G
O
、
阪
神
淡
路
（
中
間
支
援
団
体
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
兵
庫
県
の

組
織
運
用
の
分
析
－
災
害
対
応
の
た
め
の

人
材
確
保
－

林
春
男
、
草
野
公
平
、

牧
紀
男

pp
.

28
9

−
29

8
○

○
被
災
後
の
災
害
対
応
（
時
系
列
で
の
変

動
）
に
つ
い
て
、
行
政
の
組
織
の
運
用
状

況
に
よ
り
説
明

行
政
（
兵
庫
県
）
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
、
人
事
配
置
、
災
害
復
興
、
災
害
対
応

家
計
調
査
デ
ー
タ
が
捉
え
た

19
95
年
兵

庫
県
南
部
地
震
の
影
響

塩
野
計
司
、
宮
野
道
雄

pp
.

29
9

−
30

6
○

○
神
戸
市
の
生
活
（
経
済
）
復
興
に
つ
い

て
、
家
計
デ
ー
タ
（
マ
ク
ロ
な
、
支
出
変

動
）
に
よ
り
説
明

家
計
経
済
、
住
宅
再
建
、
家
計
調
査
の
年

報
（
資
料
）、

11
年
間
デ
ー
タ

黒宮：災害からの長期的復興に関する文献的研究
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年
論
文
集
名

論
文
題
目

著
者

頁

A
：
適
応

→
復
興
過
程

に
お
け
る
被

害
推
定
・
調

達
・
資
源
の

準
備
・
供
給

G
：
目
標
達

成 →
復
興
過
程

に
お
け
る
各

資
源
の
動
員

（
課
題
解
決

に
向
け
た
）

I：
統
合

→
資
源
動
員

の
間
の
調

整
、
被
災
者

個
人
の
生
活

全
体
に
つ
い

て
の
調
整

L
：
潜
在
的

パ
タ
ー
ン
の

維
持

→
災
害
文
化

の
創
世
、
記

憶
の
継
承
・

発
信

阪
神
淡
路

（
○
）

復
興
に
お
け
る
機
能
要
件

K
E

Y
W

O
R

D

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
兵
庫
県
の

予
算
配
分
と
事
業
執
行

草
野
公
平
、
林
春
男
、

牧
紀
男

pp
.

30
7

−
31

4
○

○
被
災
後
の
財
政
状
況
（
兵
庫
県
）
を
、
災

害
対
応
へ
の
予
算
配
分
の
変
化
に
よ
り
説

明

災
害
対
応
、
災
害
復
興
、
兵
庫
県
予
算
規

模
、
震
災
関
連
予
算
、
神
戸
市

地
方
自
治
体
に
お
け
る
財
政
分
析
を
用
い

た
復
興
過
程
把
握
手
法
の
提
案

柄
谷
友
香
、
林
春
男

pp
.

31
5

−
32

4
○

○
行
政
の
財
政
的
な
復
興
過
程
を
、
財
政
構

造
変
化
（
地
域
別
）
に
よ
り
説
明

震
災
発
生
前
後
の
自
治
体
財
政
の
分
析
、

兵
庫
県

10
市

10
町

20
03 年

地
域
安
全
学

会
論
文
集

N
o.

5

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
生
活
復
興

3
類
型
モ
デ
ル
の
検
証
－

20
03
年
生
活
復

興
調
査
報
告
－

矢
守
克
也
、
林
春
男
、

立
木
茂
雄
、
野
田
隆
、

木
村
玲
欧
、
田
村
圭
子

pp
.

45
−

52
○

○

被
災
者
の
生
活
復
興
過
程
を
、
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
研
究
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
生

活
復
興

3
類
型
（
復
興
過
程
を
再
建
・
復

旧
・
退
却
の

3
つ
に
分
類
）
に
よ
り
説
明

生
活
復
興
、
生
活
復
興

3
類
型
（
再
建
、

復
旧
、
退
却
）

神
戸
市
に
お
け
る
震
災
後
の
小
売
市
場
復

興
に
関
す
る
研
究

大
西
－
嘉
、
演
口
善

胤
、
藤
原
祥
子

pp
.

13
3

−
14

0
○

○
地
域
経
済
の
復
興
を
、
震
災
後
の
小
売
市

場
の
空
き
店
舗
数
、
市
場
（
組
合
含
）
の

存
続
状
況
、
再
建
状
況
に
よ
り
説
明

小
売
り
市
場
の
復
興
、
神
戸
市
、
地
域
経

済

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る

家
計
の
変
化
－

20
03
年
京
大
防
災
研
復

興
調
査
－

田
村
圭
子
、
林
春
男
、

立
木
茂
雄
、
木
村
玲

欧
、
野
田
隆
、
矢
守
克

也

pp
.

22
7

−
23

6
○

○
被
災
者
個
人
の
復
興
を
、
家
計
の
変
化

（
収
入
・
預
貯
金
・
支
出
）
に
よ
り
説
明

く
ら
し
む
き
（
家
計
経
済
）、
パ
ネ
ル
調

査
、
収
入
／
支
出
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、

家
屋
被
害

災
害
復
興
公
営
住
宅
居
住
者
の
復
興
感
分

析
－

20
02
年
兵
庫
県
災
害
復
興
公
営
住

宅
団
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
報
告
－

越
山
健
治
、
立
木
茂

雄
、
小
林
郁
雄
、
室
崎

益
輝
、
菅
磨
志
保
、
福

留
邦
洋
、
柄
谷
友
香

pp
.

23
7

−
24

4
○

○

復
興
公
営
住
宅
居
住
者
の
生
活
満
足
度
・

生
活
再
適
応
感
を
、
属
性
、
被
害
程
度
、

重
要
他
者
と
の
出
会
い
、
家
計
、
地
域
活

動
で
説
明

復
興
感
、
生
活
復
興
の
過
程
、
復
興
公
営

住
宅
、
地
域
活
動
参
加
、

G
L

M

災
害
復
興
公
営
住
宅
団
地
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
と
居
住
者
の
復
興
悠
－

20
02
年
兵
庫
県
災
害
復
興
公
営
住
宅
団

地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
報
告
－

菅
磨
志
保
、
立
木
茂

雄
、
室
崎
益
輝
、
小
林

郁
雄
、
越
山
健
治
、
福

留
邦
洋
、
柄
谷
友
香

pp
.

24
5

−
25

0
○

○
復
興
公
営
住
宅
居
住
者
の
復
興
を
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
の
違
い
に
よ
り
説
明

復
興
公
営
住
宅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
自
治
会
、
復
興
感

居
住
地
移
動
か
ら
み
た
復
興
公
営
住
宅
入

居
者
の
特
性
－

20
02
年
兵
庫
県
災
害
復

興
公
営
住
宅
団
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
報

告
－

福
留
邦
洋
、
立
木
茂

雄
、
室
崎
益
輝
、
小
林

郁
雄
、
越
山
健
治
、
菅

磨
志
保
、
柄
谷
友
香

pp
.

29
3

−
29

8
○

○

復
興
公
営
住
宅
入
居
者
の
す
ま
い
の
復
興

に
つ
い
て
、
居
住
地
の
移
動
、（
復
興
公

営
住
宅
へ
の
）
入
居
理
由
に
よ
り
説
明
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
説
明

居
住
移
動
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
、
生
活

復
興

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
応
急
仮
設
住
宅

の
供
給
と
建
設
過
程
の
比
較
研
究

狩
谷
の
ぞ
み
、
村
尾
修

pp
.

30
9

−
31

8
○

×
災
害
後
の
す
ま
い
の
再
建
（
イ
ン
フ
ラ
）

に
つ
い
て
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
過
程

に
よ
り
説
明

応
急
仮
設
住
宅
、
火
山
被
害
、
建
設
実

態
、
建
設
過
程

20
04
地
域
安
全
学

会
論
文
集

N
o.

6

台
湾
・
震
災
復
興
社
区
総
体
営
造
（
ま
ち

づ
く
り
）
の
「
総
体
性
」
に
関
す
る
研
究
服
部
く
み
恵

pp
.

20
7

−
21

4
○

×
社
会
の
復
興
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
変
遷
に
よ

り
説
明

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
台
湾
・
震
災
復
興
社
区

総
体
営
造

自
然
災
害
が
国
家
の
持
続
的
発
展
に
及
ぼ

す
イ
ン
パ
ク
ト
と
今
後
の
政
策
展
望

西
川
智

pp
.

21
5

−
22

2
○

×
復
興
を
、
経
済
的
被
害
（
被
災
者
別
の
社

会
経
済
的
被
害
含
む
）
に
よ
り
説
明

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
経
済
的
被
害
、
属

性
別
被
害
、
社
会
経
済
的
被
害

災
害
復
興
公
営
住
宅
団
地
が
有
す
る
居
住

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
性
に
関
す
る
研
究
－

20
02
年
兵
庫
県
災
害
復
興
公
営
住
宅
団

地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
報
告
－

越
山
健
治
、
立
木
茂

雄
、
小
林
郁
雄
、
室
崎

益
輝
、
菅
磨
志
保
、
福

留
邦
洋

pp
.

23
3

−
23

9
○

○
被
災
者
の
生
活
復
興
を
、
居
住
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
意
識
・
態
度
、
居
住
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
特
性
に
よ
り
説
明

居
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
災
害
復
興
公
営
住

宅

被
災
者
の
主
観
的
時
間
評
価
か
ら
み
た
生

活
再
建
過
程
－
復
興
カ
レ
ン
ダ
ー
の
構
築

－

木
村
玲
欧
、
林
春
男
、

立
木
茂
雄
、
田
村
圭
子

pp
.

24
1

−
25

0
○

○
被
災
者
の
生
活
再
建
過
程
を
、
被
災
後
の

被
災
者
の
主
観
的
意
識
変
化
に
よ
り
説
明
復
興
カ
レ
ン
ダ
ー
、
心
理
的
、
生
活
再
建

過
程
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
興
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年
論
文
集
名

論
文
題
目

著
者

頁

A
：
適
応

→
復
興
過
程

に
お
け
る
被

害
推
定
・
調

達
・
資
源
の

準
備
・
供
給

G
：
目
標
達

成 →
復
興
過
程

に
お
け
る
各

資
源
の
動
員

（
課
題
解
決

に
向
け
た
）

I：
統
合

→
資
源
動
員

の
間
の
調

整
、
被
災
者

個
人
の
生
活

全
体
に
つ
い

て
の
調
整

L
：
潜
在
的

パ
タ
ー
ン
の

維
持

→
災
害
文
化

の
創
世
、
記

憶
の
継
承
・

発
信

阪
神
淡
路

（
○
）

復
興
に
お
け
る
機
能
要
件

K
E

Y
W

O
R

D

阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者
の
長
期
的
な

生
活
復
興
過
程
の
モ
デ
ル
化
と
そ
の
検

証
：

20
03
年
兵
庫
県
復
興
調
査
デ
ー
タ

ヘ
の
構
造
方
程
式
モ
デ
リ
ン
グ

（
SE

M
）
の
適
用

立
木
茂
雄
、
林
春
男
、

矢
守
克
也
、
野
田
隆
、

田
村
圭
子
、
木
村
玲
欧

pp
.

25
1

−
26

0
○

○
被
災
者
の
長
期
的
な
生
活
再
建
過
程
（
生

活
復
興
感
・
生
活
復
興
過
程
感
）
を
、
生

活
再
建

7
要
素
に
よ
り
説
明

長
期
的
な
生
活
復
興
過
程
、
構
造
方
程
式

モ
デ
リ
ン
グ

震
災
復
興

10
年
目
を
み
す
え
た
「
神
戸

の
今
」
に
関
す
る
質
的
・
量
的
研
究
－
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
社
会
調
査
を
も
ち
い
て

－

黒
宮
亜
希
子
、
立
木
茂

雄
pp

.
26

1
−

26
7

○
○

被
災
者
の
長
期
的
な
生
活
復
興
（
生
活
復

興
過
程
感
）
を
、
生
活
再
建

7
要
素
＋

2
要
素
（
人
生
観
・
価
値
観
の
変
化
＋
震
災

体
験
・
教
訓
の
発
信
）
に
よ
り
説
明

長
期
的
な
生
活
復
興
過
程
、
生
活
再
建

7
要
素
＋

2
要
素
、

G
L

M

住
環
境
が
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
及

ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
－
神
戸
市
を
事

例
と
し
て
－

崔
柴
和
、
樋
口
大
介
、

北
後
明
彦
、
室
崎
益
輝

pp
.

28
3

−
29

0
○

○
震
災
後
の
地
域
の
そ
な
え
（
自
治
活
動
）

に
つ
い
て
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

地
域
ご
と
の
違
い
に
よ
り
説
明

住
環
境
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
校

区
別
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
特
性

復
旧
投
資
戦
略
に
着
目
し
た
経
済
被
害
推

定
モ
デ
ル
の
構
築

柄
谷
友
香
、
林
春
男
、

高
島
正
典

pp
.

32
3

−
33

2
○

○
被
災
後
の
地
域
に
お
け
る
復
旧
投
資
を
、

経
済
被
害
（
推
定
）
に
よ
り
説
明

経
済
被
害
推
定
、

G
R

P、
神
戸
市
、
東
海

地
震
推
定

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
一
考
察
－
宮
城
県

北
部
地
震
に
お
け
る
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事
例
よ
り
－

菅
磨
志
保
、
立
木
茂

雄
、
渥
美
公
秀
、
鈴
木

勇

pp
.

33
3

−
34

0
○

○
被
災
者
支
援
の
変
容
に
つ
い
て
、
災
害
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
説
明

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
行

政
・
社
協
・

N
PO
、
支
援
シ
ス
テ
ム

経
済
発
展
と
災
害
：

U
カ
ー
ブ
現
象
の

理
論
的
考
察

永
松
伸
吾

pp
.

34
1

−
34

6
○

×
災
害
に
よ
る
経
済
被
害
に
つ
い
て
、
経
済

的
発
展
と
、
経
済
被
害
の
関
係
に
よ
り
説

明
経
済
発
展
、経
済
被
害
、D

M
-D

A
T
、I

SD
R

事
前
復
興
論
に
基
づ
く
震
災
復
興
ま
ち
づ

く
り
模
擬
訓
練
の
設
計
と
試
行
－
練
馬
区

貫
井
で
の
実
践
を
通
し
て
－

市
古
太
郎
、
小
野
田
友

美
、
村
上
大
和
、
饗
庭

伸
、
吉
川
仁
、
中
林
一

樹

pp
.

35
7

−
36

6
○

○
ま
ち
の
復
興
に
つ
い
て
、
住
民
参
加
に
よ

る
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り
（
模
擬
訓
練
）

検
証
に
よ
り
説
明

事
前
復
興
論
、
ま
ち
づ
く
り
、
住
宅
再
建

20
05
地
域
社
会
学

会
年
報
第

17
集

混
住
地
域
の
災
害
－

20
03
年

7
月
九
州

豪
雨
災
害
を
事
例
に
－

室
井
研
二

pp
.

18
3

−
20

4
○

×
復
旧
・
復
興
期
の
被
災
者
運
動
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
に
つ
い
て
解
明

災
害
対
等
過
程
、
災
害
研
究
と
都
市
社
会

学
、
九
州
豪
雨
災
害

地
域
安
全
学

会
論
文
集

N
o.

7

ま
ち
の
復
興
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の

震
災
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
形
成
－
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
形
成
要
因
の
分
析
－

越
智
祐
子
、
堀
江
啓
、

立
木
茂
雄

pp
.

79
−

86
○

○
ま
ち
の
復
興
に
つ
い
て
、
復
興
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
形
成
よ
り
説
明

復
興
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
ま
ち
の
復
興
、
西

宮
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

G
IS

新
潟
県
中
越
地
震
に
お
け
る
被
災
者
の
避

難
行
動
と
再
建
過
程
－
総
務
省
消
防
庁
及

び
京
都
大
学
防
災
研
究
所
共
同
実
施
調
査

－

木
村
玲
欧
、
林
春
男
、

立
木
茂
雄
、
田
村
圭

子
、
堀
江
啓
、
黒
宮
亜

希
子

pp
.

16
1

−
17

0
○

×

被
災
者
の
災
害
過
程
を
、
被
災
後
の
避
難

行
動
・
居
住
変
動
と
、（
主
観
的
な
被
災

者
評
価
に
よ
る
）
復
興
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ

り
説
明

避
難
行
動
、
災
害
過
程
、
居
住
地
の
変
遷

過
程
、
生
活
復
旧
・
復
興
カ
レ
ン
ダ
ー

新
潟
県
中
越
地
震
に
お
け
る
応
急
仮
設
住

宅
の
配
分
結
果
と
居
住
満
足
感
の
分
析

佐
藤
慶
一
、
湯
田
雅

浩
、
梶
秀
樹

pp
.

17
1

−
17

7
○

×

被
災
者
の
生
活
再
建
に
つ
い
て
、
応
急
仮

設
住
宅
の
配
分
結
果
、
居
住
へ
の
満
足
度

（
近
所
づ
き
あ
い
な
ど
含
む
）
に
よ
り
説

明

構
造
方
程
式
、
地
域
活
動
、
満
足
度

新
潟
県
中
越
地
震
発
生
後
半
年
間
の
災
害

対
応
と
市
街
地
空
間
利
用
に
つ
い
て
－
新

潟
県
川
口
町
を
事
例
と
し
て
－

吉
田
裕
輔
、
佐
藤
大

介
、
市
古
太
郎
、
湯
田

雅
浩
、
中
林
一
樹

pp
.

17
9

−
18

8
○

×
被
災
後
の
地
域
の
災
害
過
程
を
、
市
街
地

の
空
間
利
用
の
変
遷
に
よ
り
説
明

空
間
利
用
、
空
き
地
利
用
、
災
害
過
程
、

中
越
地
震

福
井
豪
雨
被
災
地
の
中
山
間
地
域
に
お
け

る
住
環
境
の
再
建

薬
袋
奈
美
子

pp
.

20
7

−
21

2
○

×

被
災
者
の
住
ま
い
の
復
興
と
地
域
の
復
興

に
つ
い
て
、
行
政
に
よ
る
住
宅
再
建
支

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
復
旧
活
動
に

よ
り
説
明

中
山
間
地
域
、
福
井
豪
雨
災
害
、
住
環
境

の
再
建
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

黒宮：災害からの長期的復興に関する文献的研究
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年
論
文
集
名

論
文
題
目

著
者

頁

A
：
適
応

→
復
興
過
程

に
お
け
る
被

害
推
定
・
調

達
・
資
源
の

準
備
・
供
給

G
：
目
標
達

成 →
復
興
過
程

に
お
け
る
各

資
源
の
動
員

（
課
題
解
決

に
向
け
た
）

I：
統
合

→
資
源
動
員

の
間
の
調

整
、
被
災
者

個
人
の
生
活

全
体
に
つ
い

て
の
調
整

L
：
潜
在
的

パ
タ
ー
ン
の

維
持

→
災
害
文
化

の
創
世
、
記

憶
の
継
承
・

発
信

阪
神
淡
路

（
○
）

復
興
に
お
け
る
機
能
要
件

K
E

Y
W

O
R

D

介
護
保
険
制
度
は
要
介
護
高
齢
者
の
災
害

対
応
に
い
か
に
働
い
た
の
か
－

20
04
年

7.
13
新
潟
豪
雨
災
害
と

10
.

23
新
潟
県

中
越
地
震
を
事
例
と
し
て
－

田
村
圭
子
、
林
春
男
、

立
木
茂
雄

pp
.

21
3

−
22

0
○

×
被
災
者
（
高
齢
者
）
の
生
活
再
建
に
つ
い

て
、
公
的
介
護
保
険
制
度
の
運
用
、
支
援

シ
ス
テ
ム
の
働
き
に
よ
り
説
明

介
護
保
険
制
度
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

高
齢
社
会
、
要
援
護
者

パ
ネ
ル
デ
ー
タ
か
ら
み
る
阪
神
・
淡
路
大

震
災
被
災
者
の
復
興
－

20
01
年
・

20
03

年
兵
庫
県
生
活
復
興
パ
ネ
ル
調
査
結
果
を

も
と
に
－

黒
宮
亜
希
子
、
立
木
茂

雄
、
林
春
男
、
野
田

隆
、
田
村
圭
子
、
木
村

玲
欧

pp
.

37
5

−
38

3
○

○
被
災
者
の
長
期
的
な
生
活
復
興
（
生
活
復

興
感
）
を
、
属
性
、
時
間
的
に
先
行
す
る

生
活
再
建

7
要
素
に
て
説
明

縦
断
的
調
査
、
パ
ネ
ル
調
査
、
長
期
的
復

興
、

G
L

M

水
害
に
よ
る
地
場
産
業
の
復
旧
・
復
興
施

策
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
－
豊
岡
市
、

鯖
江
市
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

紅
谷
昇
平
、
木
本
勢

也
、
北
後
明
彦
、
室
崎

益
輝

pp
.

41
1

−
41

6
○

×
地
域
産
業
の
復
興
過
程
に
つ
い
て
、
地
場

産
業
の
被
害
実
態
、
行
政
支
援
に
よ
る
実

際
の
取
り
組
み
に
よ
り
説
明

水
害
、
地
域
経
済
、
中
小
企
業
、
地
場
産

業
、
自
治
体
支
援
、
災
害
か
ら
の
復
興

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に
よ
る
津
波
災
害
の
教

訓
と
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活
復
興
へ
の
方
策
－
タ
イ
の
事
例

－
佐
藤
仁
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.
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3

−
44

2
○

×
被
災
後
の
社
会
的
復
興
を
、
政
府
の
災
害

対
応
、

N
G

O
や
住
民
の
自
治
に
よ
る
動

き
に
よ
り
説
明

生
活
復
興
、
政
府
対
応
、

N
G

O
、
住
民

に
よ
る
自
助
、
メ
デ
ィ
ア

住
居
移
転
を
伴
う
復
興
に
お
け
る
被
災
者

の
対
応
行
動
と
環
境
変
化
の
受
容
に
関
す

る
研
究
－
ト
ル
コ
マ
ル
マ
ラ
地
震
を
事
例

と
し
て
－

石
川
永
子
、
中
林
一

樹
、
吉
川
忠
寛
、
福
留

邦
洋

pp
.
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−
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2
○

×
市
街
地
の
復
興
に
つ
い
て
、
被
災
者
の
災

害
対
応
、
居
住
移
転
に
よ
り
説
明

市
街
地
の
復
興
、
対
応
行
動
、
住
ま
い
満

足
、
居
住
変
化
、
恒
久
復
興
住
宅

20
06
地
域
安
全
学

会
論
文
集

N
o.

8

時
系
列
分
析
に
基
づ
く
被
災
地
の
復
興
過

程
の
定
量
的
評
価
に
関
す
る
考
察

柄
谷
友
香
、
林
春
男
、

高
島
正
典

pp
.

14
5

−
15

4
○

○
被
災
地
の
復
興
過
程
を
、
マ
ク
ロ
な
復
興

指
標
（
人
口
、
家
計
消
費
、
産
業
、
雇

用
、
交
通
な
ど
）
に
よ
り
説
明

長
期
的
復
興
過
程
、
時
系
列
分
析
、

R
I

新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
る
中
山
間
地
域
集

落
か
ら
の
世
帯
移
転
の
要
因
と
世
帯
移
転

が
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
及
ぼ
す
影
響
に

関
す
る
研
究

青
砥
穂
高
、
熊
谷
良

雄
、
糸
井
川
栄
一
、
湯

田
雅
浩

pp
.
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5

−
16

2
○

×

被
災
後
世
帯
移
動
行
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
復
興
を
、
地
震
発
生
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
、
行
政
の
実
際
の
支
援
、
産
業
な

ど
に
よ
り
説
明

世
帯
移
転
、
中
山
間
地
域
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ

地
震
後
の
住
宅
回
復
過
程
の
調
査
法
－

20
04
年
新
潟
県
中
越
地
震
・
川
口
町
東

川
口
で
の
試
み
－

塩
野
計
司

pp
.

39
5

−
40

4
○

×
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
つ
い
て
、
被
災
地

で
の
継
続
的
な
写
真
撮
影
に
よ
り
説
明
し

た

す
ま
い
の
復
興
、
写
真
撮
影
、
回
復
過

程
、
住
宅
の
変
化

阪
神
淡
路
大
震
災
被
災
者
の
生
活
復
興
過

程
に
み
る

4
つ
の
パ
タ
ー
ン
－

20
01
年

・
20

03
年
・

20
05
年
兵
庫
県
生
活
復
興

パ
ネ
ル
調
査
結
果
報
告
－

黒
宮
亜
希
子
、
立
木
茂

雄
、
林
春
男
、
野
田

隆
、
田
村
圭
子
、
木
村

玲
欧

pp
.

40
5

−
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4
○

○
被
災
者
の
長
期
的
な
生
活
復
興
（
生
活
復

興
感
）
を
、
属
性
や
、
時
間
的
に
先
行
す

る
生
活
再
建

7
要
素
に
て
説
明

長
期
的
生
活
復
興
過
程
、
生
活
再
建

7
要

素
、
パ
ネ
ル
調
査
、
生
活
復
興

4
類
型

社
会
調
査
に
よ
る
生
活
再
建
過
程
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
指
標
の
開
発
－
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら

10
年
間
の
復
興
の
よ
う
す
－

木
村
玲
欧
、
林
春
男
、

田
村
圭
子
、
立
木
茂

雄
、
野
田
隆
、
矢
守
克

也
、
黒
宮
亜
希
子
、
浦

田
康
幸

pp
.

41
5

−
42

4
○

○
被
災
者
の
長
期
的
な
生
活
復
興
を
、
横
断

的
調
査
を
用
い
た
上
で
、
属
性
、
生
活
再

建
7
要
素
に
よ
り
説
明

横
断
的
調
査
、
生
活
再
建

7
要
素
、
社
会

経
済
的
復
興
、
社
会
調
査
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るが、これは、1999年より、地域の安全・安心

の構築を目標とした、地域安全学会より論文集が

発刊されたため、該当論文は、以降 2005年まで

の間、継続的に増加傾向にある。

阪神淡路大震災発災から 8年目の 2003年にお

いては、6本、2004年にも 8本と継続的に研究は

行われている。2004年には新潟県中越地震、台

風 16号・18号・23号の影響、2005年には福岡

県西方沖地震など深刻な自然災害の被害を各地で

受けたため、阪神淡路大震災以外の被災地域の復

興について扱った研究（海外含）も積極的に行わ

れている。しかし、（阪神淡路大震災）発災から

10年の節目の年である、2005年において該当論

文は 3本と急激に減少しており、今後の被災社会

・地域を対象とした研究において、継続的に研究

を進めることは一つの重要な課題であると言え

る。

各論文ごとの、発行年数、論文集名、論文題

目、筆者、掲載頁、AGIL 分類（該当すると考え

られる類型に○）、阪神大震災か否か（○×）、復

興過程におけるどのような機能要件について検討

されたものかの説明、最後に、各論文のキーワー

ドを記載し、以上の情報を一覧表にまとめた（表

3）。

（2）社会的復興における 4つの機能要件

復興に関する先行研究を元に、社会的復興過程

を 4つの機能要件ごとに分類を試みた。次に、4

つの類型別にどの程度の論文が計上されたかを示

す（図 3参照）。漓A：適応機能【道具的・分化

（外的）】に関連していた論文は、18本（29％）、

滷G：目標達成機能【自足的・分化（外的）】に

従属する論文は、16本（26％）、澆I：統合機能

【自足的・統合（内的）】に従属していた論文は、

24本（39％）、最後に、潺L：パターン維持と緊

張緩和機能【道具的・統合（内的）】には 4本（6

％）の研究論文が該当していた。

4 つの類型はそれぞれ頻度にも違いがみられ

た。特に該当する論文数が少なかったのが、潺

L：パターン維持と緊張緩和機能【道具的・統合

（内的）】に関連する論文であり、その数も 4本の

みと限られていた。

自然災害の外力（hazards）をストレッサーと

考え、災害復興過程とは、被災社会全体が、解決

行動を行う作業であるとした場合、A：適応機能

（Adaptation）とは、社会システムの目標を達成す

るために必要とされる用具を外部から提供するフ

ェーズである。本研究の分析によると、具体的に

は、復興期における、具体的な被害推定、復興投

資についての研究がこの類型に該当していた。復

興期における被災地内外からの具体的な資源の調

図 3 AGIL 別論文数

図 4 被災後の社会システムに不可欠な機能 4つ
（復興 AGIL 図式）
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達・準備段階にあたり、今後の目標を達成するた

めの道具を揃えるためのフェーズであると言え

る。

G：目標達成（Goal attainment）、は社会システ

ムの目標を決定し、その目標に向かって、システ

ムの諸資源を動員する機能である。つまり、被災

社会においての、復旧・復興に向けての組織的活

動がこの目標達成機能であり、外部の状況との関

連において目標を達成しようと活動するフェーズ

である。国家、外部組織、行政による支援システ

ムの継続、被災者の生活再建に向けた住宅の安定

供給などの研究がこの類型に該当していた。外部

要因と、被災社会における各資源の動員を具体的

に行なっていくことが、このフェーズにあたる。

I：統合（Integration）は、システムを構成して

いる諸々の単位の間の関係を調整する機能を果た

し、体系内部の総合的統合をはかることを目的と

している。このフェーズは、復興期における、被

災社会においての資源動員間の調整、生活再建に

向けての個人の生活全体についての調整機能を果

たすと考えられる。具体的には、コミュニティ内

の合意形成、復興まちづくりや、被災者個人の生

活復興について（被災者個人の生活復興感を支え

る要因の解明など）検討する研究が該当してい

た。

L：潜的パターンの維持（Latent pattern mainte-

nance and tension）は、前述の通り、システムを

安定的に保持しようとする機能であり、社会にお

ける文化の機能を指している。これは復興期にお

いて、被災文化、災害文化を作りだし、他の地域

へ発信していく作業である。具体的な先行研究と

しては、被災経験の意味づけに関連した震災モニ

ュメントについての研究、震災を経験した被災者

個人の意味づけの作業を扱った研究がこの類型に

該当していた。

自然災害により揺らぎを与えらられた社会シス

テムが再び秩序化し、復興していくためには、こ

の 4つの要素が機能していくことが欠かせない。

かつ、この 4つの復興過程はタイムフェーズとし

ても A→G→I→L の順に成り立っていると考え

られる。

さらに本研究における分析結果を被災社会を支

援していく政策・計画にまで適用して考える必要

がある。林（2003）による、阪神淡路大震災の復

興計画の基本構造（図 5参照）によると、復興計

画の最終段階は、被災者の生活再建とある。しか

しながら、本研究の成果を踏まえれば、復興計画

に I（文化的復興）について制度的にもさらに組

み込んでいくことが必要ではないだろうか。災害

文化や、被災体験の継承や発信をよりソフトな支

援として強めていくことが、社会が災害から復興

していく際の原動力になっていくと考えられる。

最後に、災害復興における調査方法としての今

後の課題について述べる。災害研究の方法論的な

側面では、量的な復興研究、かつ縦断的な研究

は、馬越・中林（2002）、黒宮ほか（2005）、黒宮

ほか（2006）の計 3 本と限定されていた。復興

は、被災地や被災者個人が辿る、長い災害過程で

あるため、同一時点の情報について追従するな

ど、継続的な調査研究の取り組みが今後さらに必

要である。

図 5 阪神淡路大震災の復興計画の基本構造
（林 2003）
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5 おわりに

1995年～2006年における 4つの学術論文集の

研究傾向を分析することにより、被災者の生活再

建・生活復興に関わる問題には、被災文化、震災

経験の継承、というソフトな側面についてもより

深めていく必要があることが明らかになった。災

害研究といえば、応急対応期（Response）に焦点

が向いがちではあるが、被災経験を社会全体で継

承し、今後に伝達する仕組みを作っていくこと、

それは次の災害への備えの機能も併せ持ってい

る。

最後に、雑誌論文のみならず、社会学分野の書

籍、さらに建築、都市計画分野に関する先行研究

を加え、更なる分析を行う必要がある。今後の課

題としたい。
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